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1. はじめに

前線とは密度界面のひとつであり，主

に気温に起因する密度の不連続面である

(Margules 1906)．前線の形成・消滅は低

気圧のライフサイクルと密接に関わって

おり，Bjerknes and Solberg (1922) にお

いて提案された低気圧の概念モデルは気

象庁の天気図解析においても重視されて

いる．天気図上の前線は，低気圧モデルを

含め，地上および海上における観測デー

タや高層観測データ，衛星画像など様々

な情報を総合して予報官が推定した位置

に示される (気象庁 2018)．
天気図に示された前線について，1960

年代に比べ 1980 年代後半から 1990 年代

前半は梅雨前線の北上速度が遅いことが

指摘された (Sato and Takahashi 2001)．
妹尾・加藤 (2008) では 1971年から 2000
年の夏季を対象に前線の存在頻度を調べ，

1970 年代と 1990 年代において前線が多

かったことを明らかにした．1970 年代に

おいては寒帯前線帯における傾圧性が強

い年が多く，1990 年代ではオホーツク海

高気圧が発達しやすい年が多かったため

であると述べられている．

Takahashi (2013) は緯度 1 度間隔・経

度 10 度間隔で天気図に示された前線の

グリッドデータ (高橋 2009) を用いて

TFP (Thermal Frontal Parameter; Re-
nard and Clarke 1965) による再解析デ

ータからの前線抽出手法の調整を行った．

Utsumi et al. (2014) は RGB 値による天

気図からの前線抽出を行うことで緯度・

経度1度間隔のグリッドデータを作成し，

前線周辺における水平方向の気温勾配や

降雨量を示した．しかし，1999 年以前の

天気図における前線は黒で示されており，

RGB 値を用いた抽出はできない．本研究

では前線の色付けを行うことで 1978 年

から 2020 年の 6 月から 10 月において天

気図に示された前線のグリッドデータを

作成し，その気候特性を明らかにする．

2. 前線の気候特性

1978 年から 2020 年の 6 月から 10 月

における各日午前 9 時 (日本時間) の天

気図を用いて Utsumi et al. (2014) と同

様に前線のグリッドデータを作成した．

格子間隔は緯度 0.1 度×経度 0.125 度，

範囲は北緯 22.4 度から 47.6 度，東経 120
度から 150 度である．前線が存在するグ

リッドの周辺 7×7 グリッドにおいて前

線が存在すると仮定した場合，各月にお

ける前線の存在本数の 43 年平均は 6, 7, 
8, 9, 10 月それぞれにおいて 42.5, 37.5, 
33.1, 43.3, 51.0 本であった． 
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